
文
芸
ひ
ろ
ば

詠
歌
の
紹
介

投
稿
作
品

音
も
な
く
す
す
き
穂
揺
る
る
川
土
手
の
水
面
に
写
る
昼
の
月
影 

沽
野
は
つ
子

人
生
を
地
味
に
生
き
る
も
樂
し
か
り
五
弁
の
白
き
枇
杷
の
花
咲
く 

石

塚

清

歩
み
来
て
九
十
四
歳
わ
れ
に
問
う
失
い
し
も
の
と
手
に
入
れ
し
も
の 

髙

橋

フ
ミ

臥
す
我
に
秋
運
び
来
る
友
の
あ
り
黄
金
銀
杏
や
菊
柚
子
野
菜 

渡

辺

静

江

父
の
遺
し
た
漱
石
全
集
の
初
版
本
高
く
売
れ
る
と
若
き
が
宣
う 

菅

谷

咊

子

ラ
マ
ン
チ
ャ
の
風
に
吹
か
れ
て
丘
に
立
つ
朝
陽
に
白
き
風
車
耀
や
く 

中

島

良
平

北き

た風
吹
く
や
ぽ
つ
り
と
灯と

も

る
帰
り
道 

扶

美

世

千
代
田
俳
句
同
好
会

16かすみがうら

出
島
短
歌
会

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
を
す
く
い
取
る
朝
の
空
に
ひ
ろ
が
る
宴
の
時
間 

浜

田

留

子

鳴
り
止
ま
ぬ
砂
の
降
る
音
冬
の
き
て
浜
昼
顔
の
地
に
低
く
咲
く 
岡

田

恭

子

咲
き
ま
し
た
皇
帝
ダ
リ
ヤ
桃
色
の
大
空
バ
ッ
ク
に
あ
あ
皇
帝
ダ
イ
ヤ 
飯
島
ヒ
ロ
エ

掃
除
機
に
コ
ウ
ロ
ギ
さ
ん
を
吸
っ
ち
ゃ
っ
た
慌
て
て
出
し
た
ら
き
ょ
と
ん
と
し
て
た 

名

倉

子

寒
き
夜
は
亡
夫
の
ぬ
く
み
を
思
ひ
つ
つ
一
人
わ
び
し
く
眠
り
に
入
り
ぬ 

小

室

貞

江

▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 1月4日🈷 までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

枯
れ
菊
に
な
お
色
の
あ
り
香
り
あ
り 

小

松

崎

緑

頂
上
へ
続
く
坂
道
木
の
実
降
る 

小
松
崎
正
生

芭
蕉
忌
の
奥
の
細
道
歩
き
け
り 

榊

原

清

志

鍋
か
こ
む
湯
気
の
む
こ
う
の
笑
い
声 

坂

部

幸

子

土
手
に
這
ふ
冬
た
ん
ぽ
ぽ
の
首
み
ぢ
か 

桜

井

愛

子
青見

紫
陽
花
俳
句
会

ひ
ん
や
り
と
急
ぐ
タ
ン
ス
の
冬
支
度 

飯

田

功

生
き
て
い
る
今
を
大
事
に
冬
仕
度 

久
保
庭
悦
子

馴
れ
ぬ
地
で
被
災
家
族
の
冬
用
意 

車

田

き
み

い
と
お
し
く
鍬
鎌
洗
い
冬
仕
度 

田
能

幸

雄

ど
の
風
も
う
け
て
蓮
田
の
枯
れ
て
ゆ
く 

萩
原
と
し
子
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水�産加工品の消費拡大と

霞ヶ浦北浦の水産加工業

者の経営安定のため長年尽力さ

れた功労が認められ受章されまし

た。 「このたびは、 予想もしていな

かった素晴らしい賞をいただき感

激しています。 これもひとえに長

い間支えてくれた周囲の方々のお

かげと、 本当に感謝しております」

と受章の喜びを話してくれました。

戸田 廣 さん

秋の褒章
黄綬褒章

消�防職員として平成 22年に

小美玉市消防司令長とし

て退職されるまでの 40年間、 著

しく危険性の高い業務に精励し市

民生活の安全確保に尽力された

功労が認められ受章されました。

「私を支えてくれた多くの皆さまの

おかげと大変感謝しております。

家族には特に感謝しています」と受

章の喜びを話してくれました。

野口 博 さん

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

陸�上自衛官として平成14年

に准陸尉として退職される

までの 36 年間、 国民の安全と

国土の保全・ 防衛のため尽力さ

れた功労が認められ受章されまし

た。 「このたびの叙勲は、 多くの

皆さまのお力添えのたまものと感

謝しています。 この栄誉に恥じる

ことのないよう精進します」と受章

の喜びを話してくれました。

圓城寺哲夫さん

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

ブ�ルーベリー生産者として多

年にわたり農業に精励す

るとともに、 加工品の開発や販

路開拓に取り組み、 地域農業の

発展に貢献された功績が認めら

れ受賞されました。 「これからも

地域振興のため、 さらなるブルー

べリーの販路拡大を行い、 経営

基盤の確立を図っていきたい」と

受賞の喜びを話してくれました。

坂 尚武 さん

産業の振興功績者
茨城県表彰

消�防職員として平成 23年に

土浦市消防監（消防次長）

として退職されるまでの 42年間、

著しく危険性の高い業務に精励

し市民生活の安全確保に尽力さ

れた功労が認められ受章されまし

た。 「42 年間務めることができた

のも、 上司や同僚、 家族の支え

のおかげと感謝しています」と受

章の喜びを話してくれました。

清水 利男 さん

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

公�立学校の教諭として平成

18年に県立下妻養護学校

長として退職されるまでの 42 年

間、 障害がある子どもたちの教

育に携わり特別支援教育に尽力さ

れた功労が認められ受章されまし

た。 「支援が必要な子どもたちの

ために一所懸命やってきたことが

認められ、 光栄に思います」と受

章の喜びを話してくれました。

小倉 征夫 さん

秋の叙勲
瑞宝小綬章

永年の労と功績をたたえ、栄えある受章
Honor the achievements and efforts of many years, the prestigious award

※順不同で掲載しています。

市
民
学
芸
員
が
語
る　　　　　　
シ
リ
ー
ズ
❾

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
豆
知
識

問 
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館 ☎
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歌
人
に
親
し
ま
れ
た
志
筑

か
す
み
が
う
ら
市
北
部
に
位
置
す
る「
志

筑
」が
最
初
に
記
録
に
登
場
す
る
の
は
、『
常

陸
国
風
土
記
』で
す
。
茨
城
郡
の
条
文
に「
郡

よ
り
西
南
に
、
近
く
河か

わ間
有
り
。
信し

づ
く筑

の
川

と
謂い

う
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
安

時
代
の
万
葉
集
な
ど
の
歌
集
に「
し
づ
く
の
山
」

「
雫
の
森
」「
師し

づ
く付

の
田た

い井
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
表

記
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
千
年

も
前
か
ら「
し
づ
く
」の
地
名
は
存
在
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
志
筑
地
区
北
部
の
恋
瀬
川
沿
い
に

は「
鹿
島
や
わ
ら
」と
い
う
湿
地
帯
が
あ
り
、
地

層
的
に
も
保
湿
力
が
強
く
豊
か
な
水
田
を
有

し
て
い
ま
す
。
こ
の
湿
地
帯
の
中
に「
井
」が
あ

り
、
昔
か
ら
神
官
の
一
族
が
こ
の「
井
」に
〆
飾

り
を
施
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が「
師
付
の
田
井
」

で
す
。（
今
で
も
10
月
15
日
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
）奈
良
時
代
に
国
の
役
人
と
し
て
常
陸
国
府

に
赴
任
し
た
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
が
万
葉
集
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
に「
師
付
の
田
井
」が
登
場

し
ま
す
。
歌
か
ら
は
、
筑
波
山
か
ら
筑
波
の

裾
野
に
広
が
る
信
筑
川（
恋
瀬
川
）流
域
の
広

大
さ
や
晩
秋
の
景
観
と
な
る
志
筑
の
田
ん
ぼ
の

情
景
に
酔
い
し
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
、
国
司

と
し
て
、
国
力
を
山
の
高
い
位
置
か
ら
視
察
す

る
中
で
歌
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
志
筑

地
区
は
古
代
に
お
い
て
も
人
口
密
度
が
高
い

所
で
も
あ
り
大
き
な
村
落
を
形
成
し
て
い
た
た

め
、
歌
に
歌
わ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
他
、「
師
付
の
田
井
」に
は
、
説
話

と
し
て
①
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
水
飲
み
の
器
を
落
と
し

た
井
②
鹿
島
の
神
が
陣
を
張
っ
て
炊
事
用
に
利

用
③
こ
の
水
は
鹿
島
の
御み

た

ら

し

手
洗
池
に
通
じ
て
い

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
田
井
が
地

域
の
方
々
に
よ
っ
て
特
別
視
さ
れ
、
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
井
戸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に「
志
筑
」が
名
所
と
し
て

再
び
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
文
殊

院
で
開
か
れ
た
句
会
で
す
。
江
戸
時
代
に
お

け
る
歌
人
の
世
界
で
は
、「
志
筑
」と
い
う
地
名

は
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

に
志
筑
が
名
所
と
よ
ば
れ
多
く
の
人
々
が
集
う

理
由
は
、
自
然

が
生
み
出
し
た
景

観
で
し
た
。
こ
の

景
観
は
、
い
つ
の

時
代
も
人
々
の
心

に
残
り
、
そ
れ
を

歌
人
は
歌
に
し
て

い
き
ま
す
。

次
回
は「
富
士
見
塚
古
墳
公
園
と
柏
崎
窯

跡
群
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
深
井　

征
一
郎
）


